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1. はじめに 

 構造物に対する健全性評価の実施は，地震被害を低減

するための主要な方策の１つと考えられ，振動モニタリ

ングによる性能評価が実施されている．しかしながら，

構造物の数が膨大であるうえに，既往の計測装置が高価

であることから，モニタリングが実施された構造物は少

ない．この問題を解決するためには，低価格で小型かつ

自立型の計測装置の大量供給が必要である．既報 1) 2)では，

民生品向けの加速度センサーやワンチップマイコンなど

を組み合わせて加速度計測装置の試作を行い，試作品単

体での計測精度について，既存の加速度センサーと比較

を行った．本報では，圧電式加速度センサーから静電容

量式加速度センサーに変更を行った．さらに，試作品を 6

個製作し，5 層の実験モデルに加速度計測網を構築したの

で報告する． 

 

2. 加速度計測装置の概要 

 試作した加速度計測装置の構成を図 1 に示す．なお，

図中の矢印は電気信号の流れを表す．計測装置はデータ

ロガー部と通信部の 2 つの部分から構成されている．デ

ータロガー部では，加速度センサーからの出力電圧をワ

ンチップマイコン内蔵で 10bit の分解能をもつ A/D コンバ

ータでデジタル変換した後，フラッシュメモリへ計測デ

ータを保存する．本計測装置では，ワンチップマイコン

として ATMEL 社製の AVR3)を，加速度センサーとして立

山科学工業株式会社製の静電容量型加速度センサーを用

いた．主な仕様を表 1 に示す 4)．計測装置を多数配置する

場合，計測装置間の時刻同期性は重要な課題と考えられ，

GPS 受信機を利用することによりその課題を解消して 

表 1 静電容量型加速度センサーの主な仕様 

項目 仕様 

加速度検出範囲 ±2G 

周波数検出範囲 DC～80Hz (z 軸 DC～20Hz) 

主軸感度 1V/G 

電源電圧 5V 

消費電流 6mA 

 

 

図 2 加速度計測装置の外観 

 

いる．電源には 9V 乾電池を使用しているので屋外におい

ても商用電源や発電機などの大掛かりな設備なしで計測

が可能である．将来的には太陽電池とリチウム－イオン

蓄電池を利用した電源システムを構築することにより自

立型とする予定である．通信部では，データロガー部に

おいてデジタル加工された加速度データを，市販の無線

LAN 機器を利用して PC に送信する．図 2 に試作した計測

装置の外観を示す．なお，試作品のトータルコストは数

万円程度である． 

図 1 加速度計測装置の構成
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3. 振動計測精度検証実験 

既存の加速度センサーと比較し，試作品単体での計測

精度について検証を行った．歪ゲージ式加速度センサー

である共和電業株式会社製の AS-1GB と試作品を振動台に

設置・固定をし，x 軸・y 軸・z 軸方向について神戸波(時

間軸 0.5 倍)で加振を行った．サンプリングレートは既存

のセンサーと試作品共に 100Hz とした．なお，試作品の

データの送受信には無線 LAN を使用した．図 3 および図 4

に z 軸方向で計測された加速度時刻歴とフーリエスペク

トルを示す．既存の加速度センサーと比較して，精度良

く計測できた． 
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図 3 加速度時刻歴(神戸波 時間軸 0.5 倍) 
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図 4 フーリエスペクトル(神戸波 時間軸 0.5 倍) 
 
4. 加速度計測網の構築 
試作品を用いて加速度計測網を構築する．具体的には，

アルミニウム製の 5 層モデルの各層と振動台上に試作品

を設置し．市販の無線 LAN 機器を使用して，加速度計測

網を構築する．図 5 に試作品の設置状況ならびにデータ

収集状況を示す．自由振動を与えたときの実験モデルの

最上部で計測された加速度時刻歴を図 6 に示す． 

5. まとめ 

本報では，加速度計測網を利用した構造物健全性評価

を目的として，民生品向けの電子デバイスを用いた加速

度計測装置を開発し，加速度計測網の構築を行った． 
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図 5 試作品の設置状況ならびにデータ収集状況 

 

 

 

図 6 加速度時刻歴(自由振動) 
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